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「次」代のニーズをとらえて



イ
エ
ス
の
直
弟
子
教
育
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北

部
の
フ
ィ
リ
ポ
・
カ
イ
サ
リ
ア
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ペ
ト
ロ
が
「
あ
な
た
は
メ
シ
ア
、
生
け
る

神
の
子
で
す
」
と
信
仰
告
白
を
し
、
イ
エ
ス
か

ら
「
あ
な
た
は
ペ
ト
ロ
（
岩
）。
わ
た
し
は
こ

の
岩
の
上
に
わ
た
し
の
教
会
を
建
て
る
」
と
賞

賛
さ
れ
ま
し
た
（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一

六
章
一
六
、
一
八
節
）。

巨
大
な
岩
山
が
そ
び
え
る
こ
の
地
で
は
、
ロ

ー
マ
皇
帝
が
崇
拝
さ
れ
、「
パ
ン
神
と
ニ
ン
フ

に
捧
げ
た
神
殿
」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

近
年
、
神
殿
の
礎
石
部
分
が
発
掘
さ
れ
、
イ
エ

ス
時
代
の
壮
麗
な
白
大
理
石
神
殿
を
偲
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
山
の
洞
窟
か
ら
は
、
ヘ
ル
モ
ン
山
の

雪
解
け
水
が
一
年
じ
ゅ
う
噴
出
し
て
い
ま
す
。

ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
迫
害
も
な
い
異
教
の
地
、
清

冽
な
泉
の
湧
く
こ
の
地
で
、
イ
エ
ス
は
愛
弟
子
た

ち
に
ご
自
身
の
死
と
復
活
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

ヨ
ル
ダ
ン
川
の
洗
礼
か
ら
公
生
涯
に
入
ら
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
源
流
の
地
で
、
十
字
架
と
復
活

を
見
据
え
た
歩
み
を
始
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。

ヘ
ル
モ
ン
山
麓
に
住
む
ド
ゥ
ル
ー
ズ
族
の
家

族
が
遊
び
に
き
て
い
た
の
で
、
坊
や
を
写
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

The World of the Bible "Caesarea Philippi" / Photo & Essay by Yokoyama Tadashi

新聖
書
の

世
界 23横

山

匡

写
真
／
文

フ
ィ
リ
ポ
・
カ
イ
サ
リ
ア



Bible Verse & Essay by Konda Shoichi
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聖
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12

巻 頭 聖 句

ニュースを扱う働きに携わって24年。世界はなんと「和解」を必要としているかを実感します。

和解が容易でないことは、パレスチナを見てもイラクを見ても明らかです。

それぞれが「正義」を振りかざして譲らなければ、互いの関係は和解とは正反対の泥沼に沈んでいきます。

そのような抜き差しならない不信の壁を、神は、ご自身の御子キリストを十字架に掛けて打ち壊した──

こうして和解の道が開かれたと、聖書はいうのです。

人がキリストと結ばれるとき、この和解が今度は、わたしたちが生活する現実の中に「出来事」として現されます。

日々伝えられる世界情勢の背後に、新しく創造された者たちに委ねられたもう一つのグッドニュースが織りなされている──

この事実に、「クリスチャン新聞」は目を注いでいます。

神は、キリストを通して
わたしたちを御自分と和解させ、また、
和解のために奉仕する任務をわたしたちに

お授けになりました。

（コリントの信徒への手紙 二　5章18節）

聖
書
セ
ミ
ナ
ー
　
　
朴
憲
郁

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
を
読
む

J
B
S
情
報

中
国
教
会
の
近
況

聖
書
協
会
2
0
0
周
年

E
メ
ー
ル

渡
部

信

根田祥一

クリスチャン新聞編集長

表紙の言葉
エジプト・アラブ共和国は
国土の95％が砂漠です。「ナ
イル川のたまもの」と言わ
れ、5000年以上昔のエジプ
ト文明の時代からそれは変
わっていません。人口約
6500万人の多くがナイル川
河口と広大なデルタ地帯、
川に沿った土地に暮らして
います。 （絵=月本佳代美）

聖
書
図
書
館
蔵
書
シ
リ
ー
ズ

リ
ン
デ
ィ
ス
フ
ァ
ー
ン
福
音
書

22

17
人
物
と
聖
書

鈴
木
範
久

市
川
栄
之
助
と
聖
書

14
日
本
聖
書
協
会
後
援
会
ご
入
会
の
ご
案
内

キ
リ
ス
ト
の
愛
を
、

聖
書
と
共
に
届
け
ま
し
ょ
う
！

16

3

21

こんだしょういち



新 刊 聖 書 最 新 事 情

音
声
聖
書
の
新
し
い
ツ
ー
ル

聖
書
の
朗
読
が
気
軽

に
聴
け
る
「
バ
イ
ブ
ル

ト
ー
ク
」
。
携
帯
電
話

と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
、
電
池
を
入
れ
て

も
約
九
〇
グ
ラ
ム
、
片

手
で
持
ち
や
す
い
デ
ザ

イ
ン
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
も
入
れ
ら
れ
ま
す
。
携
帯
ス

ト
ラ
ッ
プ
も
つ
け
ら
れ
る
の
で
、
首
か
ら
か
け
て
持

ち
運
び
も
で
き
ま
す
。

新
約
す
べ
て
が
こ
の
中
に

こ
の
小
さ
い
中

に
、
新
約
聖
書
の
朗

読
が
す
べ
て
入
っ
て

い
ま
す
。
音
源
は
新

共
同
訳
Ｃ
Ｄ
版
で
、

そ
の
音
声
デ
ー
タ
を

五
〇
四
分
の
一
に
圧

5月から6月にかけて、日本聖書協会では新製品の発表が続きます。新
約聖書の朗読がこれ一つで聴ける携帯型音声聖書「バイブルトーク」、

新共同訳とNIVをペアにした『NIV和英対照新約聖書』、分かりやすい
解説がついた『スタディバイブル新約聖書』など、いずれも画期的なも

のばかりです。今回の特集では、この3点の特長についてご紹介します。

新 刊 聖 書 最 新 事 情
「 次 」代 の ニ ー ズ を と ら え て

縮
し
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
に
記
録
し
て
い
ま
す
。
Ｃ

Ｄ
で
は
新
約
だ
け
で
も
二
七
枚
あ
る
の
に
、
そ
れ
が

す
べ
て
入
っ
て
い
る
の
で
す
。
音
質
は
Ａ
Ｍ
モ
ノ
ラ

ル
・
ラ
ジ
オ
程
度
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が
で
き
る

目
の
不
自
由
な
人
や
、
小
さ
い
字
を
読
む
の
が
つ

ら
く
な
っ
て
き
た
お
年
寄
り
ば
か
り
で
な
く
、
通

勤
・
通
学
の
電
車
や
ク
ル
マ
の
中
、
ま
た
家
事
を
し

な
が
ら
気
軽
に
聖
書
を
聴
け
ま
す
。

イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
な
い
で
一
人
で
聴
く
だ
け
で
な

く
、
本
体
に
ス
ピ
ー
カ
ー
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
部

屋
で
朗
読
を
流
し
た
り
、
教
会
の
聖
書
研
究
会
な
ど

で
一
緒
に
聴
い
た
り
も
で
き
ま
す
。

単
４
電
池
二
個
で
動
く
た
め
自
由
に
持
ち
運
び
で

き
、
外
部
電
源
端
子
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
に
つ
な
げ
ば
、

屋
内
で
聴
き
続
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

使
い
や
す
い
シ
ン
プ
ル
操
作

操
作
は
い
た
っ
て
簡
単
。
再
生
も
停
止
も
一
つ
の

特集

バ
イ
ブ
ル
ト
ー
ク

携
帯
型
音
声
聖
書

「
バ
イ
ブ
ル
ト
ー
ク
」
は
一
体
型
の
音
声
聖
書
で
、
こ
れ
一
つ
で
新
約
聖
書
27
巻
す
べ
て
の

朗
読
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
操
作
も
簡
単
で
、
書
・
章
・
節
の
頭
出
し
が
で
き
ま
す
。
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ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
す
。
あ
と
は
音
量
調
節
と
、

聖
書
の
各
書
・
章
・
節
の
頭
出
し
ボ
タ
ン
だ
け
で
、

配
置
も
分
か
り
や
す
い
た
め
、
す
ぐ
に
操
作
に
慣
れ

る
こ
と
請
け
合
い
で
す
。
携
帯
電
話
の
よ
う
に
、
片

手
の
親
指
だ
け
で
も
操
作
で
き
ま
す
。

軽
量
化
と
価
格
を
抑
え
る
た
め
、
液
晶
画
面
は
つ

け
ず
に
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
に
で
き
て
い
ま
す
。
機

械
が
苦
手
な
人
や
お
年
寄
り
、
子
供
に
も
簡
単
に
使

い
こ
な
せ
る
で
し
ょ
う
。

会
社
勤
め
の
人
に
は
特
に
便
利
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
中
味
を
入
れ
替
え
な
く
て
も
、
新
約
聖
書
の
全

巻
が
ボ
タ
ン
一
つ
で
聴
け
る
の
で
す
。
し
か
も
、
電

車
が
満
員
で
手
も
と
が
見
え
な
い
時
で
も
、
バ
イ
ブ

ル
ト
ー
ク
な
ら
、
ボ
タ
ン
の
位
置
を
指
の
腹
の
感
覚

だ
け
で
探
れ
て
操
作
で
き
ま
す
。

聖
書
日
課
で
も
、
思
い
た
っ
た
ら
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
す
ぐ
に
聴
け
、
昨
日
聴
い
た
次
の
箇
所
が
す

ぐ
出
て
く
る
仕
組
み
な
の
で
、
非
常
に
便
利
で
す
。

「再生／停止／�
ホールド」ボタン� 「音量」切り替えボタン�

�

内蔵スピーカー�

ヘッドホン端子　�

外部電源端子
（DC IN 9V/300mA）

ストラップ・ホール�

「書」の「後退」ボタン� 「書」の「前進」ボタン�

「章」の「後退」ボタン�

「節」の「後退」ボタン�

「章」の「前進」ボタン�

「節」の「前進」ボタン�

各部のなまえ�

＜基本操作＞

初期状態で　　　を押すと、新約聖書の最初の「マタイによ

る福音書」の1章1節から再生します。もう一度　　　を押す

と停止します。

停止状態で　　　を2秒以上押すと電源が切れます。

1章が終わると続けて2章、3章と連続して再生し、そのすべ

ての章の再生が終わると停止します。

※バイブルトークには「書」、「章」、「節」キーそれぞれに

「前進」、「後退」キーがあり、それらを組み合わせれば、新

約聖書のどこの個所でも頭出し再生ができます。

＜頭出しの方法＞

1．書を移動する。2．章を移動する。3．節を移動するとい
う順序で操作を行います。

書（ ）、章（ ）、節（ ）はそれぞれ　　　、

キーを押すたびに一つずつ移動（前進／後退）します。

実際に特定の個所を聴いてみましょう

ヨハネによる福音書3章16節「神は独り子をお与えになった

ほどに、この世を愛された。」という個所から聴きたい時は、

初期状態の「マタイによる福音書1章1節」の場所から数える

と、ヨハネによる福音書は新

約聖書の頭から4つ目の書物

ですので、 1段目　　の

を3回押します。する

と「ヨハネによる福音書」と

書名が読み上げられます。続

いて2段目　　の　　　を2回

押します。「第3章」と章番号

が読み上げられ、続いて3段

目　　の　　　キーを15回押

す（押すたびにピーと音が出

ます）とヨハネによる福音書

3章 1 6節 が 頭 出 し で き 、

を押すと再生します。

バイブルトークの機能と取り扱い方
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ま
す
。
旧
約
の
時
代
で
も
、
イ
エ
ス
の
時
代
で
も
、

聖
書
は
朗
読
さ
れ
る
も
の
で
、
み
な
耳
で
聴
い
て
い

ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
聖
書
を
耳
か
ら

聴
く
の
は
、
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
聖
書
の
受
け
止
め
方

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
限
定
一
〇
〇
〇
台
で

新
約
版
が
発
売
さ
れ
ま
す

が
、
旧
新
約
版
の
計

画
も
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

多忙な生活にぴったり
西本誠一郎

私は事業を始めたころから
多忙な毎日の中で、もっと聖
書を知りたいという思いに駆
られて、新聞募集で人を雇い、
テープに吹き込んで聴いた時
期がありました。
このたび、日本聖書協会か

ら新発売された音声聖書バイ
ブルトークは、長年、多くの
信徒や先生方が待ち望み、ま
た私もいつかそのようなもの
が出ないかと待ち焦がれてい
たすばらしいものです。いつ
でもどこでも聴きたい時に聖
書を聴けるのです。
私は日本全国を囲碁・将棋

盤の展示会でまわります。そ
んな仕事柄、飛行機と電車の
中での時間が長いのですが、
バイブルトークを聴きながら、

いつの間にか目的地に着いて
います。また、自然が好きな
私は、近くの公園や川辺に行
って美しい山や川を眺めなが
ら、神の創造のすばらしさを
思ってバイブルトークを聴い
ています。寝る前も枕元で聴
きながら眠りにつき、ポケッ
トに入れて持ち歩きながらイ
ヤホーンでも聴いています。
このように、聖書の深さ広

さ、神の愛と赦し、生きてい
く中での智恵を、いつでもど
こでも聴くことができるので
す。特に友人や求道者の結婚
のお祝いや受洗記念のプレゼ
ントとして最適でしょう。こ
のバイブルトークを心から推
薦します。

＜西本誠一郎氏　プロフィール＞

高知県出身。株式会社めぐみ堂、株式会社シェルター取

締役社長。日本キリスト伝道会エヴァンジェリスト。単

立・藤井寺キリスト教会所属。年間20回もの証し講演会

のため、全国各地をめぐり、多忙な日々を送っている。

推薦します

晴れた日には屋外で聴くのもよい

主な仕様

収録データ 新共同訳 新約聖書
サンプリング周波数 2.8kHz
外形寸法 70×104×28mm（幅／高さ／厚さ）
質量 約92g（単4アルカリ乾電池2本含む）
電源 単4形アルカリ乾電池2本
別売ACアダプター
以下の仕様を満たすものが使用可能です。
DC6～12V／300mA
センターピン極性(+)／プラグ外径φ：4.0mm
動作時間 約20時間

（アルカリ乾電池使用、音量レベル2）
乾電池のメーカーや種類および使用条件によって、電池
持続時間は異なります。
許容動作温度 0℃～50℃
実用最大出力内蔵スピーカー：0.4W、ヘッドホ
ン：0.5W
出力端子 3.5mmモノラル（8Ω）
本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがあります。

自
分
用
に
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
も

な
に
よ
り
驚
く
の
は
値
段
の
安
さ
で
す
。
新
共
同

訳
Ｃ
Ｄ
版
は
新
約
聖
書
の
二
七
枚
セ
ッ
ト
で
一
二
、

四
七
四
円
（
税
込
）
な
の
に
対
し
て
、
バ
イ
ブ
ル
ト

ー
ク
は
一
三
、
八
六
〇
円
（
税
込
）。
聖
書
朗
読
の

ソ
フ
ト
と
、
再
生
す
る
ハ
ー
ド
が
一
体
な
の
で
、
た

い
へ
ん
お
求
め
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
用
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
親
し
い
人
へ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
も
き
っ
と
喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う
。

耳
か
ら
聖
書
を
聴
く

聖
書
を
読
み
慣
れ
て
い
る
人
も
、
改
め
て
聖
書
を

耳
か
ら
聴
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
目
で

文
章
を
追
っ
て
い
る
の
と
違
い
、
す
っ
と
心
に
入
っ

て
き
ま
す
し
、
そ
の
時
々
で
心
に
残
る
言
葉
も
違
い



英
訳
聖
書
の
違
い

従
来
、
対
照
に
な
っ
て
い
た
英
訳
聖
書
は
Ｔ
Ｅ
Ｖ
、
ト

ゥ
デ
イ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
。
初
版
は
Ｎ
Ｉ

Ｖ
よ
り
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
に
出
ま
し
た
が
、
そ
の
違
い
は

Ｔ
Ｅ
Ｖ
の
序
文
を
見
る
と
よ
く
分
か
り
ま
す
。「
英
語
を

母
国
語
と
し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
学
ん
で
い

る
人
の
た
め
の
翻
訳
」。
そ
の
た
め
、
聖
書
の
伝
統
的
な

用
語
、
た
と
え
ば
「
福
音
」G

ospel

を

G
ood

N
ew
s

と
す
る
な
ど
、
比
較
的
難
し
く
な
い
単
語
を
多
用
し
て
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新
し
い
和
英
対
照
の
新
約
聖
書
が
出
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
も
の
よ
り
も
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
判
型
で
、
文
字

も
大
き
く
な
り
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
共
同
訳
の
本
文
に
は
、
す
べ
て
の
漢
字
に
ル
ビ

が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
や
子
供
に
と
っ
て
は
非
常

に
助
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
い
ち
ば
ん
の
注
目
は
、
新
共
同
訳
と
対
照
さ
れ

る
英
訳
聖
書
が
Ｎ
Ｉ
Ｖ
に
な
っ
た
点
で
す
。
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
、
日
本
語
に
訳
す
と
新
国
際

訳
。
ア
メ
リ
カ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
英
訳
聖
書
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
Ｎ
Ｉ
Ｖ
が
四
〇
％
の
シ
ェ
ア
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、い

ち
ば
ん
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
七
八
年
に
出
た
比

較
的
新
し
い
英
訳
聖
書
で
す
。
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る

方
々
に
は
、
新
共
同
訳
と
Ｎ
Ｉ
Ｖ
の
和
英
対
照
新
約
聖
書

は
ず
い
ぶ
ん
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
ぶ
ん
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
な
か

な
か
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
弱
点
も
あ
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
聖
書
の
翻
訳
方
針
は
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
読
み
や
す
さ
や
分
か
り
や

す
さ
に
重
点
を
置
く
立
場
で
、
Ｔ
Ｅ
Ｖ
は
こ
の
方
向
の

翻
訳
。
も
う
一
つ
は
、
多
少
分
か
り
に
く
く
な
る
こ
と

に
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
も
原
文
に
忠
実
に
訳
す
こ
と
を
重

視
す
る
や
り
方
。
Ｎ
Ｉ
Ｖ
は
そ
の
中
間
を
と
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

英
語
の
学
習
に

和
英
対
照
聖
書
は
、
英
語
の
学
習
に
も
便
利
で
す
。

た
と
え
ば
、
有
名
な
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
三
章
一

六
節
「
神
は
、
そ
の
独
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど

に
、
世
を
愛
さ
れ
た
。
独
り
子
を
信
じ
る
者
が
一
人

も
滅
び
な
い
で
、
永
遠
の
命
を
得
る
た
め
で
あ
る
」
を

英
訳
で
も
覚
え
て
お
く
と
、
お
の
ず
と
英
文
や
単
語

に
慣
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
Ｔ
Ｅ
Ｖ
で
は
、F

or
G
od
lov
ed
th
e

w
orld

so
m
uch

that
he
gave

his
only

Son,so

that
everyone

w
ho
believes

in
him

m
ay
not

d
ie
b
u
t
h
av
e
etern

al
life.

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｎ
Ｉ
Ｖ
で
は
最
後
の
と
こ
ろ
が

w
hoever

believes

in
him

shall
not
perish

but
have

eternal
life.

と
な
っ
て
い
ま
す
。d

ie

で
は
な
く

p
erish

な
の
で

す
。
自
然
に
死
ん
で
い
く
と
い
う
よ
り
滅
ぼ
さ
れ
る

と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

今
ま
で
の
Ｔ
Ｅ
Ｖ
と
新
し
い
Ｎ
Ｉ
Ｖ
を
読
み
比
べ
て
み

る
の
も
、
よ
い
勉
強
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

NIV和英対照新約聖書
NI NIV 263 DI A5判
布クロス装・ジャケット掛け
744頁　本文総ルビつき
定価2,480円(税込)

原寸大内容見本・従来の和英対照より
文字サイズは大きい

N
I
V
和
英
対
照
新
約
聖
書

新
共
同
訳
と
N
I
V
、
新
し
い
ペ
ア

日
米
そ
れ
ぞ
れ
で
最
も
多
く
の
人
に
読
ま
れ
て
い
る
新
共
同
訳
と
Ｎ
Ｉ
Ｖ
（N

e
w
In
te
rn
a
tio
n
a
l

V
e
rs
io
n

）
を
初
め
て
ペ
ア
に
し
た
『
Ｎ
Ｉ
Ｖ
和
英
対
照
新
約
聖
書
』
が
完
成
し
ま
し
た
。
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解
説
つ
き
聖
書
の
登
場

欧
米
や
韓
国
で
は
、
解
説
つ
き
の
聖
書
が
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
っ
て
も
、

専
門
的
な
解
説
が
多
く
、
初
め
て
聖
書
を
読
む
人
向

け
の
説
明
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
で
は
聖
書
に
本
文
以
外
の
も
の
を
つ
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
の
考
え
が
強
か
っ
た
た
め
に
解
説
つ
き
聖

書
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
た
び『
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ

ル

わ
か
り
や
す
い
解
説
つ
き
新
共
同
訳
新
約
聖
書
』

が
登
場
し
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
版
と
の
違
い

昨
年
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
と
し
て
四
福
音
書
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
こ
の
新
し
い
新
約
聖
書
全
巻
の

ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
と
で
は
、
ど
の
あ
た
り
が
変
わ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
版
で
は
、
解
説
箇
所
に
青
い
ア
イ
コ
ン
を

置
き
、
地
理
や
人
物
の
解
説
な
ど
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
ア
イ
コ
ン
が
新
し
い
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
で
は

な
く
な
り
、
ど
の
章
句
の
ど
の
言
葉
が
解
説
さ
れ
て
い

る
か
が
一
目
で
分
か
る
よ
う
、
解
説
さ
れ
た
聖
書
の

箇
所
が
大
き
な
青
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
文
の
解
説
が
よ
り
い
っ
そ
う
探
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
解
説
の
文
字
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
版
よ
り
大
き

く
な
っ
て
読
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
改
良
点
と
し
て
、
た
と
え
ば
以
前
は
「
一

七
・
二
四
　
カ
フ
ァ
ル
ナ
ウ
ム

四
・
一
三
の
注
を
参

照
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
同
じ
参
照
で
あ
っ
て
も
、
も

う
一
度
、
一
七
章
二
四
節
で
手
短
に
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
ち
い
ち
そ
の
解
説
を
読
む
た
め
に
ペ
ー
ジ
を
戻

る
面
倒
を
な
く
す
た
め
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
今
回
初
め
て
本
文
ペ
ー
ジ
に
図
版
資
料

スタディバイブル新約聖書わかりやすい解説つき聖書　新共同訳
NI 253 STUDY A5判　布クロス装・ジャケット掛け
608頁　定価2,940円(税込)

ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
新
約
聖
書

解
説
つ
き
聖
書
が
果
た
す
役
割

『
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
新
約
聖
書
』は
、
本
文
に
分
か
り
や
す
い
解
説
を
つ
け
た
聖
書
で
す
。

こ
の
た
び
、『
聖
書
ス
タ
デ
ィ
版
四
福
音
書
』を
全
面
的
に
改
訂
し
て
登
場
し
ま
し
た
。

スタディバイブル新約聖書では、同じ参照句でも簡略に解説
がつけられている。図はマタイ4章13節、17章24節における
「カファルナウム」での例（原寸大）

新企画
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が
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
の
新
共
同
訳
聖
書
と

ペ
ー
ジ
を
合
わ
せ
た
同
ペ
ー
ジ
版
と
し
た
た
め
、
礼
拝

な
ど
で
共
に
聖
書
を
使
う
時
に
も
戸
惑
わ
な
い
で
す

む
よ
う
に
な
っ
た
点
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
巻
末
の
地
図

や
年
表
な
ど
の
付
録
も
充
実
し
て
い
て
便
利
で
す
。

解
説
は
聖
書
の

基
本
理
解
を
助
け
る

キ
リ
ス
ト
教
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

違
い
だ
け
で
な
く
、
歴
史
や
伝
統
な
ど
に
よ
っ
て
教
派

ご
と
に
聖
書
解
釈
が
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
が
、
こ
れ

ま
で
解
説
つ
き
聖
書
を
出
す
時
の
ハ
ー
ド
ル
で
し
た
。

し
か
し
、
基
本
的
な
聖
書
の
知
識
、
時
代
背
景
や
社
会

状
況
な
ど
と
い
っ
た
事
実
の
事
柄
な
ら
、
す
べ
て
の
教

会
で
共
有
で
き
ま
す
し
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
も
使
え
ま
す
。

今
の
社
会
は
聖
書
の
時
代
と
文
化
も
習
慣
も
あ
ま

り
に
も
違
う
の
で
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
聖
書

の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

た
と
え
ば
、「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」か
ら
読
み
始

め
て
も
、
最
初
に
出
て
く
る
系
図
で
つ
ま
ず
い
て
し
ま

う
人
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。
そ
れ
が
横
に「
イ
エ
ス
は
ダ

ビ
デ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
い
っ
た
祖
先
を
有
す
る
ユ
ダ
ヤ
人

の
家
系
に
生
ま
れ
た
。
…
…
預
言
者
た
ち
は
、
ダ
ビ
デ

の
家
系
か
ら
メ
シ
ア
が
出
る
と
預
言
し
た
」
と
記
す
こ

と
で
、
な
ぜ
系
図
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
し
く
教
会
に
来
た
人
に
は
解
説
つ

き
聖
書
が
と
て
も
重
宝
し
ま
す
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
も
喜
ば
れ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
の
登
場
で
、
日
本
で
も
聖
書
に
親

し
む
人
が
き
っ
と
増
え
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

このたびの新約聖書から本文ページに図版が入っている。
また、従来の新共同訳聖書と同ページ版としている。

スタディバイブルの解説は、アメリカ聖書協会から出版さ

れた『ＣＥＶラーニングバイブル』からの翻訳を土台としてい

ます。ＣＥＶ（コンテンポラリー・イングリッシュ・ヴァージョ

ン）というのは、1995年に出た新しい英訳聖書で、スタデ

ィバイブルではそれを新共同訳に準じ、昨今の学術的成

果もふまえて補足しています。教義的に偏らず、ノンクリス

チャンにも分かりやすく役に立つように編集されています。



マの信徒への手紙を読むマの信徒への手紙を読む
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朴　憲郁

日本基督教団・千歳船橋教会牧師、東京神学大学教授

ぱく　ほんうく

聖書セミナー

ロ
ー
マ
教
会
創
設
時
お
よ
び
手
紙
作
成
時
の
状
況

は
不
明
瞭
で
、
推
測
に
よ
っ
て
し
か
把
握
で
き
な
い
。

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
帝
に
よ
る
首
都
ロ
ー
マ
か
ら
の
ユ
ダ

ヤ
人
追
放
（
使
徒
一
八
・
二
。
ス
エ
ト
ン
の
「
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
伝
」
二
五
・
四
参
照
）は
、
ロ
ー
マ
の
ユ
ダ
ヤ

人
シ
ナ
ゴ
グ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト（
教
徒
）と
の
衝
突

に
よ
る
騒
乱
が
原
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー

マ
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、
そ
こ
に
移
住
し
て
き

た
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
紀
元
四
九
年
の
全
ユ
ダ
ヤ
人
追
放
は
、
異
邦
人

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
組
み
入
れ
た
教
会
構
成
を
遅
ら
せ

た
に
違
い
な
い
。

や
が
て
ネ
ロ
皇
帝
の
就
任（
五
四
年
一
〇
月
）に
伴

っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ロ
ー
マ
滞
在
禁
止
令
は
解
か
れ
た
。

パ
ウ
ロ
は
ロ
ー
マ
書
の
中
で
、
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
者

た
ち
に
直
接
語
り
か
け
て
い
る（
一
・
一
三
、
一
一
・

一
三
）。
だ
が
そ
の
こ
と
は
、
受
信
人
に
ユ
ダ
ヤ
人
キ

リ
ス
ト
者
も
属
す
る
こ
と
を
排
除
し
な
い（
一
六
・

三
、
七
、
一
一
参
照
）。

手
紙
の
さ
ま
ざ
ま
な
箇
所
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
側
か
ら

の
反
論
に
取
り
組
み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
で
詳
細
に

議
論
す
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
教

徒
が
数
の
上
で
は
少
数
で
あ
っ
て
も
、
聖
書
的
伝
統

に
根
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
教
会
生
活
を
よ
り
強
く
規

定
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

首
都
ロ
ー
マ
の
拡
大
と
人
口
構
造
は
、
実
に
多
様
な

型
の
家
の
教
会
の
発
生
を
助
長
し
た
。
こ
の
よ
う
な

背
景
か
ら
、
論
争
的
で
あ
る
よ
り
平
和
追
求
的
な
手

紙
の
性
格
は
理
解
さ
れ
、
類
似
す
る
主
題
を
扱
っ
た

ガ
ラ
テ
ヤ
書
と
比
較
す
る
な
ら
、
よ
く
把
握
さ
れ
る
。

ロ
ー
マ
書
一
五
章
二
五
│
二
七
節
か
ら
明
ら
か
な

よ
う
に
、
こ
の
手
紙
は
、
パ
ウ
ロ
が
大
規
模
な
募
金
活

動
の
成
果
を
携
え
て
コ
リ
ン
ト
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
に

向
け
て
最
後
の
旅
を
す
る
前
の
紀
元
五
七
年
の
春

頃
、
ガ
イ
オ
の
家
で
書
か
れ
た（
一
コ
リ
一
・
一
四
、

ロ
ー
マ
一
六
・
二
三
）。
こ
の
手
紙
を
理
解
す
る
の
に

よ
り
重
要
な
の
は
、
ユ
ダ
ヤ
で
使
徒
に
危
険
が
お
よ

ぶ
こ
と（
使
徒
二
〇
・
三
参
照
）、
そ
し
て
エ
ル
サ
レ

ム
教
会
の
疑
わ
し
い
態
度
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
書
一
五

章
三
一
節
が
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
パ
ウ
ロ
に
と
っ
て
、
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
者
ら
の
愛
の

捧
げ
も
の
を
母
教
会
が
受
け
取
る
か
ど
う
か
は
不
確

か
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
に
、
パ
ウ
ロ
の
伝
道
の
働
き

に
対
す
る
不
信
感
は
大
き
い
。

そ
の
背
後
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
の
教
会
に
お
け
る
一
種

の
「
急
速
な
右
傾
化
」
が
あ
る
。
そ
の
指
導
者
層
は

ま
だ
「
使
徒
会
議
」（
使
徒
一
五
章
と
ガ
ラ
二
・
一
│

一
〇
参
照
）の
合
意
の
も
と
で
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
の

人

（々
パ
ウ
ロ
と
バ
ル
ナ
バ
）の
異
邦
人
伝
道
を
承
認

し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
今
や
「
律
法
へ
の
熱
心
」
が

ユ
ダ
ヤ
の
諸
教
会
を
襲
っ
た（
使
徒
二
一
・
二
〇
│
二

一
参
照
）。
そ
の
際
に
諸
教
会
は
明
ら
か
に
、
ヨ
セ
フ

当
時
の
ロ
ー
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
会

当
時
の
ロ
ー
マ
の
キ
リ
ス
ト
教
会

手
紙
の
執
筆
状
況
と
目
的

手
紙
の
執
筆
状
況
と
目
的

3
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ス
の
書
物
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
ユ

ダ
ヤ
に
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
運
動
に
引
き
込
ま
れ
た
。

ま
さ
に
ロ
ー
マ
書
の
執
筆
時
期
に
、
体
と
命
を
脅
か

す
ほ
ど
の
相
当
な
ユ
ダ
ヤ
民
族
主
義
的
圧
力
の
下

で
、
ロ
ー
マ
人
た
ち
と
の
協
働
と
非
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

と
の
意
思
疎
通
に
対
し
て
用
意
が
で
き
て
い
る
ユ
ダ

ヤ
人
ら
が
い
た（
ヨ
セ
フ
ス
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
二
・
二

四
以
下
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
パ
ウ
ロ
が
ロ
ー
マ
書
で
、

彼
の
伝
道
活
動
の
基
盤
を
詳
細
に
提
示
し
て
い
る
こ

と
が
第
一
に
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、

彼
の「
遺
書
」の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
。
第
二
に
、
ど

う
し
て
パ
ウ
ロ
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト

者
の
側
か
ら
の
非
難
と
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
入
念

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
が
理
解
さ
れ
る
。
い
わ
ば

こ
の
手
紙
の
「
内
的
宛
先
」
は
エ
ル
サ
レ
ム
で
あ
る
、

と
も
考
え
ら
れ
る
。
使
徒
が
エ
ル
サ
レ
ム
で
直
面
し

た
種
々
の
立
場
は
、
当
時
の
都
市
住
民
ら
の
激
し
い

流
動
性
と
帝
都
ロ
ー
マ
の
魅
力
に
直
面
し
て
、
ロ
ー

マ
に
お
い
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

パ
ウ
ロ
が
す
で
に
手
紙
の
中
で
彼
の
伝
道
活
動
の

敵
対
者
を
勘
定
に
入
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
た

だ
用
心
し
て
想
定
し
得
る
諸
抵
抗
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
は
決
定
し
が
た
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
パ
ウ
ロ

は
こ
の
手
紙
に
お
い
て
、
計
画
し
た
ロ
ー
マ
訪
問
の

下
準
備
を
欲
し（
一
・
九
│
一
五
、
一
五
・
二
二
│
二

四
、
三
二
）、
そ
の
際
に
、
眼
中
に
捉
え
た
ス
ペ
イ
ン

旅
行
の
た
め
の
支
援
を
得
る
望
み
を
抱
く
（
一
五
・

二
四
、
二
八
。
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
何
も
知
ら
れ

得
な
い
）。

ロ
ー
マ
書
は
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
使
信
の
最
初
の

文
学
的
展
開
で
あ
る
。
預
言
者
た
ち
に
よ
っ
て
約
束

さ
れ
た
福
音
は
使
徒
に
委
ね
ら
れ
た
が
（
一
・
一
、

二
）、
こ
の
福
音
は
、
神
が
全
人
間
の
罪
に
対
す
る
贖

い
の
供
え
物
と
し
て
死
へ
と
引
き
渡
し（
三
・
二
四
│

二
六
、
四
・
二
五
、
他
）、
そ
の
復
活
後
に
主
と
し
て

呼
び
出
し
た（
一
・
四
、
四
・
二
四
、
八
・
三
四
、
一

〇
・
九
│
一
三
）と
こ
ろ
の
神
の
子
イ
エ
ス
に
関
す
る

使
信
で
あ
る（
一
・
三
│
四
、
九
）。
パ
ウ
ロ
の
宣
教
の

目
的
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
出
来
事
を
神
の
救
済
行

為
と
し
て
告
げ
知
ら
せ
、
信
仰
を
引
き
起
こ
し

（
一
・
五
、
一
〇
・
八
│
一
七
）、
告
知
に
よ
っ
て
救
い

を
有
効
に
差
し
出
す
こ
と（
一
・
一
六
│
一
七
）で
あ

る
。
こ
う
し
て
信
仰
者
は
神
と
の
和
解
を
経
験
し

（
五
・
一
以
下
）、
自
己
の
個
人
的
運
命
と
世
界
の
将

来
に
対
し
て
信
頼
を
抱
く（
八
・
一
八
│
三
九
）。
キ

リ
ス
ト
の
解
放
の
業
と
彼
の
再
来
へ
の
希
望
は
、
従

来
の
物
事
や
生
き
方
に
一
線
を
画
し
て
生
の
態
度
を

変
え
て
い
く
（
六
・
一
│
二
三
、
一
二
・
一
以
下
）。

パ
ウ
ロ
は
福
音
の
内
容
と
作
用
に
つ
い
て
そ
の
よ
う

に
述
べ
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
使
信
そ
れ
自
体
の
中

心
と
構
造
を
強
固
に
し
て
い
く
。

使
徒
的
な
使
信（
ケ
リ
ュ
グ
マ
）の
共
通
の
基
礎
か

ら
出
発
し
つ
つ（
一
コ
リ
一
五
・
一
一
参
照
）、
パ
ウ
ロ

は
自
己
の
神
学
的
思
考
作
業
の
中
に
特
別
な
強
調
点

を
置
き
、
彼
の
伝
道
的
課
題
と
経
験
か
ら
差
し
出
さ

れ
た
挑
戦
に
答
え
た
。
こ
の
偉
大
な
異
邦
人
の
た
め

の
使
徒
の
特
別
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
諸
書
簡
の
中

で
も
ロ
ー
マ
書
に
お
い
て
最
も
明
瞭
に
な
る
。

法
的
響
き
を
も
つ
種
々
の
概
念
と
用
法
が
頻
繁
に

用
い
ら
れ
る
点
が
、
ロ
ー
マ
書
の
一
つ
の
突
出
し
た
特

徴
で
あ
る
。
神
学
的
に
そ
れ
が「
神
の
義
と
罪
人
の
義

認
」の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
さ
ら

に
、「
信
仰
ま
た
は
律
法
に
よ
る
生
」が
取
り
扱
わ
れ

る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
生
き
た
信
仰
に
よ
っ
て
神

の
義
を
与
え
ら
れ
た
者（
三
・
二
二
）は
、
生
活
形
成

に
お
い
て
義
の
実
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い（
六

章
）。
律
法
に
よ
ら
ず
信
仰
に
よ
る
生
の
勧
め（
一
二

章
）は
、
不
安
げ
な
律
法
思
考
や
自
己
義
認
へ
の
逆
戻

り
な
ど
で
は
な
く
、
共
同
の
道
の
確
認
に
よ
る
必
然

的
な
奉
仕
で
あ
る（
一
五
・
一
四
参
照
）。

九
│
一
一
章
に
は
、
あ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
が
、

異
邦
人
伝
道
を
引
き
起
こ
す
神
の
救
済
史
の
中
で
、

し
か
も
終
末
論
的
展
望
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
。

ローロー

福
音
の
解
釈
と
し
て
の
ロ
ー
マ
書

福
音
の
解
釈
と
し
て
の
ロ
ー
マ
書

パ
ウ
ロ
の
個
人
的
な
遺
産
と
し
て
の
ロ
ー
マ
書

パ
ウ
ロ
の
個
人
的
な
遺
産
と
し
て
の
ロ
ー
マ
書
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中国教会
の
近況

場
は
五
つ
あ
っ
て
、
合
計
三
〇
〇
〇
人
が
出

席
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
し
か
も
、
午
前

に
は
二
回
の
中
国
人
礼
拝
が
行
わ
れ
、
聖
書

は
教
会
敷
地
内
の
売
店
で
頒
布
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

中
国
で
の
聖
書
普
及
の
た
め
、
尊
い
お
祈

り
と
ご
献
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今年3月下旬、中国・上海で聖書協会世界連盟（UBS）

アジア・太平洋地区の理事会が持たれるとともに、

南京愛徳印刷所で輸出用聖書450万冊達成記念式典が催され、

日本聖書協会からは渡部信総主事が参加しました。

南
京
愛
徳
印
刷
所
　

輸
出
用
聖
書
４
５
０
万
冊
達
成

聖
書
協
会
世
界
連
盟
は
一
九
八
七
年
に
南

京
に
愛
徳
印
刷
所
を
献
金
に
よ
っ
て
設
立
し
、

そ
れ
以
来
、
三
二
〇
〇
万
冊
の
中
国
語
聖
書

が
印
刷
、
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
国

で
の
聖
書
の
製
作
費
用
が
安
価
な
こ
と
も
あ

り
、
今
で
は
海
外
の
聖
書
も
愛
徳
印
刷
所
で

印
刷
さ
れ
て
お
り
、
日
本
聖
書
協
会
で
も
ギ

デ
オ
ン
協
会
用
新
約
聖
書
の
一
部
を
こ
こ
で

印
刷
し
て
い
ま
す
。
三
月
二
六
日
、
輸
出
用

聖
書
四
五
〇
万
冊
達
成
の
式
典
が
南
京
で
催

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
は
パ
ル
プ
紙
が

中
国
国
内
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
聖
書
協
会
世
界
連
盟
は
毎
年
約
二
億
円

の
薄
用
紙
調
達
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
そ
の

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

南
京
の
神
学
校
・

上
海
の
教
会
を
訪
ね
て

式
典
の
後
、
渡
部
総
主
事
は
南
京
の
神
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
六
年
前
に
訪
問
し
た

時
よ
り
世
代
交
代
が
進
み
、
教
授
陣
は
全
員

四
〇
歳
前
後
で
し
た
。
原
典
言
語
を
中
心
と

す
る
聖
書
学
に
重
点
が
置
か
れ
、
西
洋
神
学

も
学
び
ま
す
が
、
そ
れ
は
客
観
的
に
受
け
止

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
中
国
の
キ
リ
ス

ト
教
会
は
合
同
教
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統

的
教
派
を
認
め
な
が
ら
も
一
致
し
て
い
ま
す
。

教
勢
の
伸
び
が
め
ざ
ま
し
く
て
牧
師
の
数
が

足
り
ず
、
女
性
の
牧
師
も
三
〇
％
を
占
め
る

そ
う
で
す
。
在
校
の
一
九
七
名
の
神
学
生
は
、

ほ
と
ん
ど
青
年
層
で
し
た
。
数
年
後
に
は
神

学
校
を
移
転
し
、
神
学
教
育
の
た
め
の
施
設

が
拡
大
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
南
京
近
辺

は
キ
リ
ス
ト
教
人
口
が
多
く
、
西
部
地
域
で

は
七
〇
％
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
い
う
町
も
あ

る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
中
国
滞
在
の
最
後
の
日
、
上
海
の

国
際
礼
拝
堂
で
中
国
語
礼
拝
に
出
席
し
ま
し

た
。
か
つ
て
一
八
歳
以
下
の
子
供
の
宗
教
教

育
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
黙

認
さ
れ
て
き
、
そ
こ
で
は
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
教
会
堂
に
入
り

き
れ
な
い
人
々
に
は
、
テ
レ
ビ
中
継
で
礼
拝

を
守
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
、
そ
の
中
継
会

上
海
の
教
会
に
て
中
国
語
聖
書
を
贈
呈

南京愛徳印刷所

輸出用聖書450万冊
頒布記念式典
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BS NEWS

５月初め、軍事政権下のミャンマー

のヤンゴン市を訪れました。人口約

5000万人、そのうち仏教徒は80％を
超え、スリランカ、タイと並ぶ典型的

な仏教国です。キリスト教宣教は日本

より半世紀早く、1831年にアメリカの
宣教師によって始められました。特に

アメリカ南部と北部のバプテストが一

致して教化に努めたため、現在、クリ

スチャン人口は５％にあたる約300万
人で、そのうち半分はバプテストだそ

うです。ただ、信教の自由は認められ

ているものの、言論の自由が制限され

ているので、少数派のクリスチャンに

とって、中国同様、宗教活動は制限さ

れています。聖書など印刷物の国内持

ち込みも許可制です。日本聖書協会は、

2003年に募金活動の働きとして、西部
チン州の少数民族語ゾトゥン語の新約

聖書が初めて翻訳されたのを期に、聖

書製作を支援し、3000冊を送りまし
た。旧約聖書は今も翻訳が進められて

います。

主日には、ゾトゥン族の教会で礼拝

の説教奉仕をするとともに、ゾトゥン

語聖書製作に対する感謝の歓迎をいた

だきました。そのほか、市内の10教会
以上を訪問しましたが、いずれも200
～300名収容する教会堂で、主日には
部族語ごとに数回の礼拝があり、満席

状態でした。なぜ仏教国にありながら

キリスト教伝道が成功しているのかと

訊ねたところ、クリスチャン家系が

170年あまり確実に継承されていると
のことで、たいへん感銘を受けました。

さらには、韓国の教会の応援、近年は

インドネシアの教会との関係強化など、

諸外国の支えがあるということでした。

ぜひ、ミャンマーの部族語聖書の翻

訳と製作のため、これからもお祈りと

ご支援をお願いいたします。

渡部 信
日本聖書協会総主事

Eメール

わたべ まこと

ミャンマーの
キリスト教会近況

ゾトゥン語新約聖書贈呈式（ヤンゴンの教会にて）

2004年3月8日、ロンドンの聖ポ

ール寺院で英国聖書協会200周年記

念式典が開催されました。世界に先

駆けて1804年に誕生した英国聖書協

会は、国内のみならず諸外国にも聖

書を普及するため、当初より British & Foreign Bible

Society という名が冠せられていま

す。式典には、あらゆる教派教会か

ら2000人が集い、ロンドン市長の挨

拶や、エリザベス女王からの祝電も

披露され、礼拝では英国国教会カン

タベリー大主教による説教がありました。かつて人間

はバベルの塔をつくり、天に届こうとした挙げ句、さ

まざまな言語に散らされたが、今日、聖霊を受けて、

世界各地でみ言葉の普及に励み、神の栄光を現そうと

のメッセージが、記念式典全体のテーマとして込めら

れたものでした。

英国で発祥した聖書協会

は、現在、世界139の国々

と地域において、聖書の翻訳、出版、普及を推し進め

るために活動しています。

聖書協会200周年
英国聖書協会200周年記念式典が祝われました。

聖書普及の小さな功労者
聖書協会の始まりは、少女メリー・ジ

ョーンズの物語として今日に伝えられて

います。ウェールズの田舎に住んでい

たメリーは、当時、非常に高価であった

ウェールズ語の聖書を手に入れるために何年も働き、32

キロも離れた町まで往復歩きました。この話に心を打た

れた人々の協力により、だれもが聖書を安価に入手でき

るようにすることを目的として、1804年、イギリスのロンド

ンに英国聖書協会が誕生したのです。
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美
し
い
横
浜
山
手
の
丘
に
、
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
心

み
こ
こ
ろ

の
聖
堂
が
建
っ
て
い
ま
す
。
高
い
鐘
楼
は
遠
く
か
ら
も
よ
く
見

え
、
山
手
通
り
を
西
の
山
手
町
か
ら
外
人
墓
地
に
か
け
て
散
歩
す
る
人
々
を
招
い
て
い
ま
す
。
正
面
の
階
段
を
の
ぼ
り
、
中
に

入
る
と
、
安
ら
ぎ
の
場
が
見
い
だ
せ
ま
す
。
こ
の
聖
堂
は
七
〇
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
最
初
の
会
堂
か
ら
は

一
四
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

一
六
四
三
年
に
小
西
、
式
見
の
二
人
の
神
父
が
捕
ら
え
ら
れ
て
殉
教
し
て
以
来
、
約
二
〇
〇
年
間
、
日
本
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク

の
神
父
は
だ
れ
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
八
四
四
年
に
数
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
神
父
が
沖
縄
に
上
陸
し
て
、
日
本
語
の
勉
強
を
し

な
が
ら
日
本
上
陸
の
機
会
を
待
ち
ま
し
た
。
一
八
五
九
年
に
そ
の
努
力
が
や
っ
と
実
を
結
び
、
ジ
ラ
ー
ル
神
父
が
フ
ラ
ン
ス
政

府
代
表
の
通
訳
と
し
て
横
浜
に
上
陸
し
ま
し
た
。

彼
は
一
八
六
〇
年
暮
れ
、
横
浜
外
国
人
居
留
地
八
〇
番（
現
在
の
山
下
町
）に
土
地
を
借
り
て
、
一
八
六
二
年
一
月
一
二
日

に
木
造
の
聖
堂
が
完
成
し
、
祝
別
式
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
山
手
カ
ト
ッ
リ
ク
教
会
の
前
身
で
す
。
し
か
し
、
一
八
七
三
年

に
「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る
ま
で
、
正
式
に
日
本
人
に
聖
書
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
人
も
居
留
地
以
外
に
住
む
こ
と
が
許
さ
れ
、
教
会
も
一
九
〇
六
年
に
現
在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。
二
代
目

の
聖
堂
は
、
二
つ
の
鐘
楼
を
持
つ
ゴ
チ
ッ
ク
式
煉
瓦
づ
く
り
の
建
物
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
聖
堂
も
、
一
九
二
三
年
九
月
の
関
東

大
震
災
で
崩
壊
し
、
中
で
祈
っ
て
い
た
三
六
歳
の
主
任
司
祭
バ
ル
ベ
神
父
は
、
建
物
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
聖
堂
は
三
代
目
の
建
物
で
、
一
九
三
三
年
一
一
月
二
三
日
に
完
成
し
、
祝
別
さ
れ
ま
し
た
。

聖
堂
の
階
段
を
の
ぼ
っ
て
扉
を
開
く
と
、
最
初
に
目
に
つ
く
の
は
、
中
央
祭
壇
の
上
に
あ
る
イ
エ
ス
さ
ま
の
ご
像
で
す
。
両
手

を
大
き
く
広
げ
、
無
言
で
呼
び
寄
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。「
す
べ
て
重
荷
を
負
う
て
苦
労
し
て
い
る
者
は
、
わ
た
し
の
も

と
に
き
な
さ
い
。
あ
な
た
が
た
を
休
ま
せ
て
あ
げ
よ
う
」（
マ
タ
イ
一
一
・
二
八
、
口
語
訳
）と
い
う
聖
書
の
言
葉
が
心
に
浮
か
ん

で
き
ま
す
。

イ
エ
ス
の
ご
像
か
ら
視
線
を
下
げ
る
と
、
布
に
覆
わ
れ
て
い
る
聖
櫃
が
あ
り
ま
す
。
隣
に
小
さ
な
赤
い
ラ
ン
プ
が
絶
え
ず
灯

さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
に
と
っ
て
は
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
と
こ
ろ
で
す
。
ミ
サ
聖
祭
の
祈
り
の
中
で
聖
別
さ
れ
た

パ
ン
が
安
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
聖
櫃
の
前
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
は
、
主
日
ご
と
に
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
を
記
念
す
る
場

エ
ッ
セ
ー

聖
心
の
聖
堂

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
ク

21

み
こ
こ
ろ
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所
で
す
。

そ
の
左
手
に
あ
る
カ
ー
テ
ン
の
か
け
ら
れ
た
椅
子
は
、
横
浜
司
教
の
席
で
す
。
そ
の
上
に
、
司
教
の
紋
章
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
司
教
座
の
後
ろ
の
祭
壇
に
、
イ
エ
ス
さ
ま
の
聖
母
マ
リ
ア
の
ご
像
が
あ
り
、
そ
の
足
元
に
「
ル
ル
ド
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
一
八
五
八
年
二
月
一
一
日
、
南
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
ル
ル
ド
で
聖
母
マ
リ
ア
は
、
こ
の
よ
う
な
姿
で
、
貧
し
い
病
弱
な
一
四
歳

の
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
に
現
れ
ま
し
た
。
聖
母
マ
リ
ア
の
左
側
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
仰
ぎ
見
て
い
る
の
が
ベ
ル
ナ
デ
ッ
タ
で
す
。
反
対
側
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
ド
ミ
ン
ゴ
ス
の
日
本
人
妻
イ
ザ
ベ
ラ
と
、
そ
の
四
歳
の
息
子
イ
グ
ナ
シ
オ
の
絵
が
あ
り
ま
す
。
二
人
は
、

禁
じ
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
を
密
か
に
信
じ
て
い
た
た
め
に
殉
教
し
ま
し
た
。
祭
壇
の
下
の
彫
刻
は
、
ヨ
ハ
ネ
二
章
に
記
さ
れ
て

い
る
カ
ナ
の
婚
礼
で
イ
エ
ス
さ
ま
が
水
を
ぶ
ど
う
酒
に
変
え
た
奇
跡
を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
左
側
の
壁
に
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
壁
額
に
、
初
代
の
聖
堂
を
建
て
た
ジ
ラ
ー
ル
神
父
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
壁
額
に
ラ
テ
ン
語
で
、「
主
の
平
和
の
う
ち
に
眠
る
敬
愛
す
べ
き
マ
リ
ア
・
プ
ル
デ
ン
ス
・
ジ
ラ
ー
ル
。
日
本
宣
教
最
初

の
指
導
者
。
享
年
四
六
歳
。
一
八
六
七
年
二
月
五
日
没
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

聖
堂
の
右
側
へ
顔
を
向
け
る
と
、
そ
ち
ら
の
祭
壇
は
イ
エ
ス
さ
ま
の
養
父
ヨ
セ
フ
で
す
。
そ
の
左
側
に
、
聖
ア
ロ
イ
ジ
オ
が

立
っ
て
い
ま
す
。
彼
は
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
で
伝
染
病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
看
病
し
て
い
る
う
ち
に
二
三
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
右
側
に
聖
パ
ウ
ロ
三
木
が
い
ま
す
。
彼
は
一
五
九
七
年
二
月
五
日
、
長
崎
の
西
坂
刑
場
で
二
六
人
の
殉

教
者
の
一
人
と
し
て
命
を
捧
げ
ま
し
た
。
そ
の
祭
壇
に
は
、
マ
カ
オ
の
教
会
か
ら
移
さ
れ
た
、
一
六
世
紀
ご
ろ
の
日
本
と
東
南

ア
ジ
ア
の
殉
教
者
の
ご
遺
骨
が
聖
櫃
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
祭
壇
の
下
の
彫
刻
は
、
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
、
五
〇
〇
〇
人

に
食
べ
さ
せ
る
イ
エ
ス
さ
ま
の
奇
跡
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
祭
壇
か
ら
右
に
視
線
を
動
か
す
と
、
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
え
ま
す
。
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
で
親
し
ま
れ
て
い
る

聖
母
子
像
で
す
。
こ
の
聖
母
子
像
は
、
衣
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
聖
母
マ
リ
ア
と
赤
ん
坊
の
前
で
ひ
ざ
ま
ず
い
て
祈
っ

て
い
る
の
は
、
殉
教
者
ヨ
ハ
ネ
・
ネ
ボ
ム
ク
神
父
で
す
。
そ
の
下
が
プ
ラ
ハ
の
街
で
す
。

聖
堂
の
中
の
飾
り
も
の
を
全
部
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
す
が
、
最
後
に
貴
重
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。
鐘
楼
に
あ
る
大
き
な
鐘
で
す
。
一
八
七
四
年
八
月
に
、
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
貴
族
か
ら
、
東
京
湾
で
亡
く
な
っ
た
息
子
の

記
念
と
し
て
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
荘
厳
な
響
き
は
、
毎
週
の
主
日
に
、
信
者
の
祈
り
を
呼
び
か
け
ま
す
。

山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
最
も
古
い
聖
物
は
、
庭
に
あ
る
聖
母
マ
リ
ア
像
で
す
。
一
八
六
七
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
取
り
寄
せ

ら
れ
た
も
の
で
す
。
初
代
の
聖
堂
の
前
に
立
て
ら
れ
た
ご
像
は
、
火
災
、
地
震
、
戦
争
に
も
無
事
で
、
聖
堂
を
訪
れ
る
人
を
ず

っ
と
見
守
り
続
け
、
祈
る
人
を
勇
気
づ
け
、
祝
福
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
山
手
の
丘
に
来
ら
れ
た
ら
、
歴
史
の
た
く
さ
ん
刻
ま
れ
た
聖
心
の
聖
堂
を
ご
訪
問
く
だ
さ
い
。

アルフレッド・バーク
山手カトリック教会神父
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い
つ
の
間
に
か
青
山
霊
園
は
桜
の
名
所
に

な
っ
た
。
花
見
の
喧
噪
が
鎮
ま
っ
た
こ
ろ
を

見
計
ら
い
、
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
市
川
栄
之

助
・
ま
つ
夫
妻
の
墓
を
訪
ね
た
。
市
川
団
十

郎
の
墓
の
そ
ば
と
聞
い
て
い
た
。
大
き
な
墓

石
の
団
十
郎
の
墓
は
す
ぐ
わ
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
近
く
の
は
ず
な
の
に
、
市
川
栄

之
助
の
ほ
う
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
代

わ
り
に
キ
リ
ス
ト
教
婦
人
矯
風
会
の
潮
田
千

勢
子
の
墓
に
先
に
出
会
っ
た
。

改
め
て
近
く
の
墓
を
一
つ
一
つ
確
か
め
な

が
ら
探
し
た
結
果
、
よ
う
や
く
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
た
。
覗
く
よ
う
に
し
て
見
な
け
れ

ば
読
み
取
れ
な
い
よ
う
な
字
で
、
上
部
に

「
市
川
夫
妻
之
碑
」
と
刻
ま
れ
て
あ
る
。
そ
の

下
に
縦
書
き
で
次
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。

市
川
栄
之
助
君
ハ
東
京
ノ
人
夙
ニ
基
督

教
ヲ
学
フ
明
治
四
年
六
月
此
故
ヲ
以
テ
其

妻
松
卜
共
ニ
神
戸
ノ
獄
ニ
繋
カ
レ
翌
年
十

一
月
病
ヲ
得
テ
京
都
二
条
ノ
獄
ニ
死
ス
先

是
米
国
宣
教
師
之
ヲ
公
使
ニ
訴
フ
偶
岩
倉

大
使
欧
米
巡
遊
ノ
途
ニ
在
リ
米
国
外
務
大

臣
ノ
質
ス
所
ト
ナ
ル
大
使
直
チ

ニ
之
ヲ
本
国
ニ
通
シ
信
教
ノ
為

メ
入
獄
セ
ル
者
ヲ
放
免
シ
初
テ

禁
教
ノ
制
札
ヲ
撤
去
セ
シ
ム
君

亦
眠
ヲ
安
シ
テ
可
也

碑
文
に
し
た
が
っ
て
補
足
し
よ

う
。市

川
栄
之
助
は
、
東
京
で
貸
本

屋
を
営
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ

カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
グ
リ
ー
ン（D

.
C
.

G
reen

e

）の
日
本
語
教
師
に
な
っ
た
。
グ
リ
ー

ン
の
神
戸
赴
任
に
と
も
な
い
、
夫
妻
も
同
行

し
た
。
神
戸
で
は
グ
リ
ー
ン
の
近
く
に
家
を

借
り
て
、
彼
の
も
と
に
通
っ
て
い
た
。
ま
も
な

く
、
同
派
の
宣
教
師
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
（0.

H
.

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最
初
の
殉
教
者

市
川
栄
之
助
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き

の
り
ひ
さ

人物と聖書

栄之助が所持していたとされるヨハネ伝
の聖書（神戸女学院大学図書館所蔵）
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G
ulick

）の
日
本
語
教
師
に
も
な
っ
た
。

一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
六
月
三
○
日
、

突
然
、
市
川
栄
之
助
夫
妻
は
、
兵
庫
県
の
役

人
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
た
。
家
の
中
か
ら
、
旧

約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
刊
本
、
マ
タ
イ
、
ヨ

ハ
ネ
、
マ
ル
コ
伝
福
音
書
の
写
本
が
押
収
さ

れ
た
。
逮
捕
の
理
由
は
、
禁
制
の
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
の
嫌
疑
で
あ
っ
た
。
毎
日
曜
日
に
グ

リ
ー
ン
た
ち
の
礼
拝
に
参
加
し
て
い
た
う
え
、

聖
書
を
所
持
し
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。

刊
本
の
聖
書
は
、
グ
リ
ー
ン
か
ら
与
え
ら

れ
た
英
訳
聖
書
で
あ
り
、
そ
れ
に
書
き
込
み

の
あ
っ
た
こ
と
が
、
と
り
わ
け
動
か
ぬ
証
拠

と
さ
れ
た
。
写
本
の
聖
書
は
、
ヘ
ボ
ン
の
訳

し
た
聖
書
を
グ
リ
ー
ン
が
借
り
受
け
た
も
の

で
、
伝
道
の
た
め
コ
ピ
ー
の
作
成
を
栄
之
助

に
依
頼
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二
人
は
京
都
の
獄
舎
に
移
さ
れ
、
別
々
の

場
所
に
収
容
さ
れ
た
。
栄
之
助
は
受
洗
も
し

て
い
な
か
っ
た
し
、
取
り
調
べ
に
対
し
て
信

徒
で
あ
る
と
の
自
白
も
し
て
い
な
い
。
信
仰

に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
、
一
八
七
二

年
一
一
月
二
五
日
、
獄
中
で
死
去
し
た
。
妻

ま
つ
は
、
夫
の
死
を
牢
番
か
ら
聞
か
さ
れ
た

と
い
う
。
ま
も
な
く
、
ま
つ
は
釈
放
さ
れ
、

グ
リ
ー
ン
の
も
と
に
引
き
取
ら
れ
た
。

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
る

の
は
、
一
八
七
三
年
二
月
二
四
日
で
あ
る
。

右
の
碑
文
で
は
、
市
川
夫
妻
の
逮
捕
が
、
条

約
改
正
交
渉
に
赴
い
た
岩
倉
使
節
へ
の
圧
力

と
な
り
、
そ
れ
が
高
札
撒
去
の
原
因
に
な
っ

た
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
直
接
の
原
因
と

な
っ
た
と
い
う
記
録
は
な
い
。
浦
上
キ
リ
シ

タ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
信
仰
弾
圧
の

一
つ
と
し
て
影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
ま
つ
は
、
一
八
七
六
年
に
摂
津

第
一
基
督
公
会
で
グ
リ
ー
ン
か
ら
受
洗
、
グ

リ
ー
ン
の
上
京
に
し
た
が
い
、
霊
南
坂
教
会

に
所
属
し
た
。
獄
死
し
た
夫
に
墓
の
な
い
こ

と
を
嘆
く
ま
つ
の
た
め
に
、
同
教
会
の
小
崎

弘
道
夫
妻
、
松
村
介
石
ら
が
呼
び
か
け
、
有

志
の
寄
金
に
よ
り
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
七
）

年
七
月
に
「
市
川
夫
妻
之
碑
」
が
建
立
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
ま
つ
は
、
そ
の
五
年
後
に
な

く
な
り
、
夫
と
同
じ
墓
に
葬
ら
れ
た
。

栄
之
助
が
所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
聖
書

の
ヨ
ハ
ネ
伝
（
約
翰
伝
福
音
書
）
が
残
さ
れ

て
い
る
（
神
戸
女
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
）。

ヘ
ボ
ン
の
試
訳
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
そ

の
一
章
九
〜
一
一
節
を
引
こ
う
。

万
の
人
を
照
す
者
は
真
の
光
な
り
彼
世

界
に
在
り
世
界
も
こ
れ
に
造
ら
れ
し
に
世

界
の
人
こ
れ
を
知
ら
ず
彼
己
の
国
に
来
り

し
に
国
の
民
こ
れ
を
接
い
れ
ず

一
八
七
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
訳
で

は
、
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

も
ろ
も
ろ
の
人
を
て
ら
す
も
の
は
ま
こ

と
の
ひ
か
り
な
り
か
れ
世
界
に
あ
り
て
世

界
も
か
れ
に
つ
く
ら
れ
し
に
世
界
の
人
こ

れ
を
し
ら
ず
か
れ
お
の
れ
の
国
に
き
た
り

し
に
国
の
民
こ
れ
を
う
け
い
れ
ず

Human and the Bible “Einosuke Ichikawa and the Bible” / Suzuki Norihisa

市川栄之助・まつ夫妻の墓
（東京・青山霊園）
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◆
本
誌
へ
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
葉
書
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
素
敵
な
『
絵
葉
書
セ

ッ
ト
』
を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
／info@

b
ib

le.or.jp

編
集
後
記

今
回
の
特
集
で
は
、
い
ず
れ
も
内
容
的
に
ユ

ニ
ー
ク
な
新
製
品
三
点
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

「
バ
イ
ブ
ル
ト
ー
ク
」
は
、
新
約
全
巻
の
朗
読
と

再
生
装
置
を
一
つ
の
小
型
筐
体
に
収
め
た
も
の

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
国
内
で
は
類
を
見

な
い
も
の
で
す
。
ボ
タ
ン
操
作
に
よ
り
章
節
単

位
で
個
所
を
特
定
で
き
る
の
で
、
ペ
ー
ジ
を
め

く
る
感
覚
で
聖
書
の
朗
読
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
『
ス
タ
デ
ィ
バ
イ
ブ
ル
新
約
聖
書
』
の

発
行
に
際
し
て
は
、
昨
年
一
二
月
発
行
の
『
聖

書
ス
タ
デ
ィ
版
四
福
音
書
』
に
対
す
る
皆
さ
ま

の
声
を
反
映
し
て
、
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
解
説
の
文
字
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
た
り
、

従
来
の
縦
書
き
の
聖
書
と
ペ
ー
ジ
を
合
わ
せ
た

り
し
た
こ
と
で
実
用
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

『
Ｎ
Ｉ
Ｖ
和
英
対
照
新
約
聖
書
』
は
、
世
界
で
最

も
よ
く
読
ま
れ
て
い
る
英
語
訳

N
e
w

In
te
rn
a
tio
n
a
l
V
e
rs
io
n

と
、
日
本
語
訳
と

し
て
今
や
最
も
普
及
し
て
い
る
新
共
同
訳
を
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
総
ル
ビ
つ
き
と
な
り
、

諸
外
国
の
方
の
ご
要
望
に
も
応
え
る
こ
と
が
で

き
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
自
分
で
聖
書
を
よ
り
深
く
学
び

た
い
方
や
、
初
め
て
聖
書
に
触
れ
る
方
の
強
い

味
方
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ば
か
り
で

な
く
、
従
来
の
読
者
の
方
に
と
っ
て
も
、
聖
書

の
読
み
方
を
深
め
る
も
の
と
な
れ
ば
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
出
版
製
作
に
は
、
さ
ら
に
い
っ
そ

う
の
試
み
が
重
ね
ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
ぜ
ひ
日
本
聖
書
協
会
の
新
刊
発
行
に
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

● ご入会のお問い合わせは募金部へお願いします。
申し込み用紙をお送りします。

TEL: 03-3567-1980 FAX: 03-3567-4436
E-mail: fund-raising@bible.or.jp

● ホームページでも「ご入会」と「年会費納入」が
できるようになりました！

http://www.bible.or.jp/collect/col03.html
「後援会へのご入会ページ」

フィリピンの子供たち

キリストの愛を、聖書と共に届けましょう！

聖書普及活動は本来、教会にとって欠くことので

きない働きであり、教会に課せられた使命として、

教派を超えて、神様からすべての信徒に期待さ

れている活動です。当協会の後援会は、この重

要な働きを特に資金面で担うことを目的とし、趣

旨に賛同してくださった方々によって組織されて

います。会費は主に「発展途上諸国の聖書協会

支援」と「日本における海外聖書の製作」、「手話

訳聖書ビデオ制作」に用いられています。

あなたも後援会員として当協会の働きに、

ぜひ参加してみませんか？

ご一緒に明日の聖書普及を

進めてまいりましょう！

以下の5種類の中からお選びいただけます。

年会費1口
50,000円　10,000円　5,000円

3,000円　1,000円

★新入会員の方には特製の後援会員バッチをお送り

し、会員番号を発行しています。

★後援会員ニュースレター『からし種』（年4回発
行：春、夏、秋、冬）を発行して、後援会の情報

や活動の報告、催しのご案内をお知らせします。

（右写真：ニュースレター表紙）

ただいま、新刊『スタディバイブル新約聖書』のプ

レゼント企画を実施中です。（6～8月）
★年報やSOWER、愛読こよみ、聖書通読表を、新たに発行するたびごと
に各1部お送りします。追加については、ご連絡いただければ、個人でお
使いいただく範囲に限って無料でお送りしています。

★年会費10,000円以上の会員の方には、ホームページや電話で当協会に直
接ご注文をいただいた場合に限り、送料無料で聖書をお送りします。な

お、お届け先は会員の方の住所宛に限らせていただきますので、ご注文

の際には会員番号をお知らせください。

会員特典

キリストの愛を、聖書と共に届けましょう！
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リンディスファーン福音書
The Lindisfarne Gospels (facsimile)

（ファクシミリ版）
8世紀

縦：39cm 横：25cm

リンディスファーン島の僧院で710年以降に制作された説

が近年では有力。テキストはラテン語ウルガタ版の福音書

で、ケルト様式の書体で書かれている。本文の上に草書体

で小さく書かれた古期英語による逐語訳は、10世紀末に

書き加えられたものと考えられる。この書き込みの存在に

より、言語研究の貴重な資料として高い評価を与えられて

いる。ラテン語福音書から英語への、現存する最古の翻訳

である。四書の導入部には、解説、要約、宗教暦がつき、

彩色された16ページの対観表が挿入されている。

ケルト、アングロ・サクソン、ローマ美術という異なる伝

統文化が交差するこの豪華な写本は、45色を使用した幾

何学文様の5枚の絨毯柄、福音書記者の4枚の肖像画、6枚

の華麗な巻頭文様、動物をかたどり赤い斑点で囲まれた200

を越える原色イニシャル文字が効果的に配置されている。

「ケルズの書」「ダロウの書」とともに、ケルトの三大彩飾

写本に数えられる。

オリジナルは大英図書館所蔵
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